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11月30日に東京六大学野球秋季リーグ戦で春に続いて42度目の優勝を果たし、明治神宮大会では６年

ぶり７度目の優勝を果たし日本一に輝いた野球部の優勝パレードが駿河台キャンパス周辺で行われ、その

後にアカデミーコモンで祝勝会が開催されました。大六野学長、柳谷理事長に続いて、山本部長、田中監

督、蓑尾副将の挨拶と報告がありました。

田中監督

秋は大学選手権で敗れた悔しさからスタートし、

夏合宿を経て、また村松主将がケガから復帰してチー

ムを引っ張ってくれた。

蓑尾副将

４年間野球ができたのは、部員、関係者、ファンの

皆さんの支えがあったおかげです。

自分たちが成し遂げられなかった４冠を後輩たちに

は挑んでほしい。

この後、中藤応援団長から蓑尾副将への花束贈呈、

選手の自己紹介、質問コーナー、応援団による応援歌のメドレー、最後に校歌とあっという間に祝勝会は

終了の時刻を迎えました。（記事 越智氏 国立）

明治神宮野球大会優勝 日本学生野球協会
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【ラグビー応援記】
記： 向井氏 町田

天気にも恵まれそれほど寒くもなく絶好の

ラグビー応援日和となりました。
多摩支部からは70余名の参加、バックスタン

ド中央下段の素晴らしい席でした。

明らかに明治の応援のほうが多かったと思
います。

それに後押しされてか、開始早々に先制のト

ライ、ゴールキックも決め幸先のいいスター

ト 。応援席は一段と熱くなりました。
その後も立て続けにトライを決め、前半25分

時点で21-0の圧倒的攻撃！

今日は楽に見られるかな、と思っていたの
ですが・・・

早稲田の反撃が始まりました。

前半28分と終了間際にトライを決められ21-

14で前半終了、1トライ1ゴール差。

そしてハーフタイム。
ハーフタイムのチアガールの演技は明治が勇

勢元気にパフォーマンス。！

応援観客数も早稲田に勝っていました。

すっきりした気持ちで後半スタート

明治はまたも開始早々にトライ、その後早

稲田もトライ、28-21の後、後半34分に明
治がダメ押しのトライ！

35-21、これでやっと安心して応援できるよ

うになりました。

その後の早稲田の善戦もむなしく、試合終了！
両チームとも全てのゴールキックを決めると

いう素晴らしい試合でした。

両チーム、リザーブ選手も全員使っての、ま
さに総力戦でした。見ごたえ十分、堪能しま

した。

これで対抗戦2位となり、大学選手権では

準々決勝からの戦いとなります。

第96回 関東大学ラグビー対抗戦 総力戦で早稲田を撃破

日
刊
ス
ポ
ー
ツ
転
載

第59回全国大学ラグビー選手権は12月11日から始まり、明治大学は12月25日に2回戦から出場

します。ここで再び早稲田との対戦が決まりました。再度、撃破して正月に雄姿を見させて欲しい！

第58回大会は決勝まで勝ち進み、正月を十分楽しませてくれましたが、優勝には届きませんでした。

第5５回大会のように躍動し、全国制覇を期待し、応援しましょう。－広報委員会

ラグビー部公式ＨＰ
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１２月４日の日曜日に対抗戦の 後を飾る早稲田

大学との伝統の一戦が９年ぶりに国立競技場に35,

438人の観客を集めて開催されました。

明治、早稲田とも帝京に敗れ、一敗同士ではあり

ますが、この試合で勝てば対抗戦２位で大学選手

権も２５日の準々決勝から、負ければ３位となり

１１日の３回戦からとなるので、負けられない試

合です。

早稲田戦は戦前の予想が当てにならないことが多

いので、拮抗した試合展開を予想していたのです

が、明治のフィフティーンは見事に期待を裏切っ

てくれました。開始２分で齊藤選手がトライ、９

分には石田キャプテンがトライを取り、２５分に

は安田選手のトライ。コンバージョンを３本とも

廣瀬選手が決め、２１対０とリードを広げました。

その後、早稲田にトライを２本返され、２１対１

４で前半を終了。

前半終了間際に追い上げられ、ちょっと嫌な雰囲

気になりかけましたが、後半３分に齊藤選手が早

稲田のパスをインターセプトして走り切り、トラ

イ。その後早稲田に１トライを返されましたが、

後半３４分に交替で入った池戸選手がトライをあ

げて突き放し、３５対２１でノーサイド。

試合を通じて感じたのはアタックもディフェンス

もよく前に出られていたことです。 近は相手が

来るのを待って行うタックルを見かけることが多

いのですが、この試合の明治は前に出てのタック

ルを行っていました。このディフェンスで、早稲

田がアタックをしても結果的に後退している場面

が多く見られました。

また、接点でも圧倒し、良いボールをバックスに

供給できたことが、トライをすべてバックスで取っ

た結果に繋がりました。このほか、ラインアウト

に加えて、早稲田がラインアウトかスクラムをオ

プションで選択できる場面でラインアウトを選ぶ

といったことからわかるように帝京戦では苦戦し

たスクラムも修正されていました。

この次は準々決勝ですが、

組み合わせでは３回戦の早稲田対東洋大の勝者と

の対戦となります。

東洋大はリーグ戦グループの初戦で東海大に勝っ

ており、早稲田にしても

対抗戦の借りを返すべく、３回戦に臨んでくるこ

とでしょう。

いずれのチームが出てきても、しっかり準備をし

て今日のような試合が

できれば年越しできるでしょう。

（ ・記 越智氏 国立）
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小澤大樹
（政経4年 カメラ 競争部）

2023年1月2日～3日に開催される第99回東
京箱根間往復大学駅伝競走（箱根駅伝）への

出場校を決める予選会が10月15日に行われ、

明治大学体育会競走部は2位で本大会への出場

権を獲得しました。

予選会は、1大学12人までの選手がハーフマ

ラソンコース（21.0975km）を同時に走り、
大学ごとに上位10選手のタイムを合計。この

10選手の合計タイム上位10校が、箱根駅伝

本戦への出場権を手にします。今年は3年ぶり

に、陸上自衛隊立川駐屯地から市街地に繰り
出し、国営昭和記念公園をゴールとするロー

ドレース形式で開催されました。

参加校43校が挑んだ今回の予選会、レース序
盤から本学の富田峻平選手(経営学部4年)、児

玉真輝選手（文学部3年）の2選手が日本人先

頭集団をけん引する走りを見せます。5km通
過地点の上位10選手の合計タイムは2時間29

分28秒で1位、その後も10・15km通過地点

でも順位を維持しました。最後は10時間41

分41秒の2位で5年連続64回目の本戦出場を
決めました。

コロナ禍により沿道で応援いただくことはで

きませんでしたが、テレビ中継を通じて明治
大学にご声援くださった皆さま、誠にありが

とうございました。

選手たちは11月6日に行われる第54回全日本
大学駅伝を経て来年1月2日・3日の箱根駅伝

に出場します。引き続き、皆さまからの温か

いご声援をお願いします。

（記事 明大広報課）

根駅伝予選会を2位突破—5年連続64回目の本大会出場へ
2022年10月15日

応援よろしくね！
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卓球部
日本大学総合選手権・個人の部（以下全日学）でランク入りした選手

と各学連から選抜された48人が参加した今大会。明大からは５人が

出場し、４人が決勝トーナメント進出を決める。松田歩真（商２＝野

田学園）が準優勝、宮川昌大（情コミ３＝野田学園）が３位、山本歩

（商２＝出雲北陵）が５位と３選手がランク入りを果たし王者・明大
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皆さんこんにちわ、現在多摩支部は21の地域支部がありますが、その大半で、当該地域
支部の特性を生かした「会報」が作成されたり、ホームページで情報提供等がされたりし

ております。未発行の地域支部におかれましても、色々課題は多くあると思いますが、こ

ういう時期ですからこそ、是非、発行に向けて努めていただければ幸甚です。既発行の地

域支部におかれても、他地域支部の会報を参考に、さらに充実して頂けたらと期待いたし
ます。 ここでは、第一面のみを掲載しました。

地
域
支
部
の
【
顔
】
紹
介

順
不
同
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稲城支部
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福生支部では必要に応じて、その都度、
お知らせとして発行
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この計画では、現在の生田図書館の北側隣接地に新たに生田キャンパス第二中央校舎（仮称）
を建設します。第一校舎１号館、第二校舎２号館、第二校舎５号館の教室と、図書館、ラー

ニングコモンズ（総合的な自主学習のための環境）の3つの機能を複合し、現代の社会的ニー

ズに対応したアクティブラーニングの設備はもとより、これからの教育を見据えた生田キャ

ンパスのハブとなる共用教育棟となります。さらに、キャンパス中心部の外構整備も併せて
行い、次世代のキャンパス環境と景観を整備します。

今後はさまざまな学内部署と協議しながら具体的な整備内容を決定し、2023年4月に着工、

2025年度中に生田キャンパス第二中央校舎（仮称）の利用開始を予定しています。

スケジュール

設計期間

2021年12月～

2023年3月
建設工事

2023年4月～

2025年2月
施設開館

2025年3月

解体・外構整備

2025年5月～
2026年3月

（大学ＨＰより）
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編集後書
令和4年2022年も新型コロナ感染症の影響をおおきく受け、多摩支部及び各地域支部もその活

動を中止若しくは縮小せざるを得ませんでした。

それでもワクチン接種率の向上や治療薬の適用などで行動規制の緩和が進み、

社会活動も徐々にではありますが活動範囲の拡大が進んでおります。
多摩支部企画事業も次々と展開され、各地域支部にも動きがみられるようになりました。この

動きが更に拡大していくことを期待したいですね。

来年度は多摩支部創設20周年記念総会及び記念事業が計画され、その準備が着々と進んでおり
ます。

明治大学創立140周年記念事業の一つである「和泉ラーニングスクエア」も完成し、4月か

ら授業に使用されるようになり、生田校舎でも整備計画が始動し始めました。

こんな状況下で「多摩支部広報委員会」も何か「刺激」するものは無いかと
考えました。足元の多摩支部内の広報活動状況すら把握していないことに反省し、今般、傘下

の各地域支部の広報状況を紹介し、他地域支部の現況をお伝えし、参考・活用に生かしてもら

うことです。
そんなわけで、各地域支部の「会報」を集め、披露し、未発行の支部へは「発行への刺激に」、

既発行の支部には「活用のきっかけに」なるのではないかと。

母校の活躍の一部も当然登載し、今回の「多摩支部会報第50号」を作成いたしました。Web版

のみで心苦しいのですが、お許しください。
来年こそ対面で記念総会が開催できることを、そして皆様方のご健勝を祈念いたします。

多摩支部広報委員会
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4月から供用開始された
和泉ラーニングスクエア

←左イメージ

第二校舎解体整備中のため実写不可

イメージ図
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